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橋 本  聖 子
hashimoto seiko

自分の言葉で綴られたスピーチに
込められた思い
—東京2020オリンピック・パラリンピックが無事に開催さ
れ、橋本さんとしては大役を果たされたわけですが、改めて
どのようなお気持ちでしょうか？ 
実は、組織委員会のそれぞれの部署から報告書をあげても
らっているところで、私としてはまだ東京オリンピック・パラリン
ピックが完全には終わっていない状況にあります。大会経費
については2021年12月22日に現時点における見通しを発表
いたしましたが、引き続き、収入確保に努めながら、今年春ご
ろまでかかる競技会場の仮設撤去・原状回復工事や、観客
数の取り扱いを踏まえた契約の見直しなどの作業に懸命に
取り組んでいるところです。それを踏まえたうえで収支決算報
告書が作成されて初めて、東京オリンピック・パラリンピックの
成功と言えるのではないかと考えています。そして、これから
レガシーをどのように継承し、どういう形で発信していくのかと
いうこともありますので、大会が終わってからのほうが重要だ
と思っています。組織委員会は時限的な組織で、2022年6月
を目途に解散する予定です。その後、どの分野のレガシーを、
どこが引き継いでくれるのか、解散の前にその振り分けもしな
ければいけません。ほとんどの部分は文部科学省とスポーツ
庁が継承先になるとは思うのですが、例えば「復興オリンピッ
ク・パラリンピック」を掲げて取り組んできた部分においては
復興庁にお願いをすることになると思いますし、「多様性と調
和」ということも含めて街づくりにおけるバリアフリーの推進に
ついては国土交通省、あるいは食文化については農林水産
省というふうに、しっかりと引き継いでいただけるようにしたい
と思っています。また無観客ではありましたが、「多様性と調
和」や「ジェンダー平等」など、さまざまなことを発信できた大会
でもありましたので「あの日本に行ってみたい」という人は世界
中にいると思います。そういう方たちを、今後どのようにして日
本に呼びこむのか、という部分では観光庁に取り組んでいた
だきたいと思っています。ただ省庁ごとにレガシーを引き継ぐ
というよりも、横ぐしを入れる形ですべての省庁がひとつとなり、
「東京モデル」というレガシーを継承していくことが理想だと
考えていますので、今はその作業に追われているところです。 

— 1年延期とされ、コロナ禍で開催された東京2020オリン
ピック・パラリンピックでは、当初の計画通りにはいかなかった
こともたくさんあったかと思います。

2013年9月7日に東京オリンピック・パラリンピックの開催が決
定して以降、約8年間、準備にあたってきたわけですが、IOC

（国際オリンピック委員会）が定める「オリンピック憲章」や、
IPC（国際パラリンピック委員会）が定める規定が非常に厳
格であるため、やりたいと思ってもできなかったことがたくさ
んありました。それはスポンサー企業も同様だったと思いま
す。例えば「『識別標示』とは物品製造者の名前、名称、商
標、ロゴ、そのほかの特徴的な標示の標準的な標示を指し
ます。それぞれの物品には2つ以上の識別表示を付けては
ならない」などと細かく定められているため、思うようなことが
成し遂げられなかったことが多々あったのではないかと思い
ます。そのような規定の部分でも、今大会で気づいたことは
ひとつの改革案としてIOCに提案していきたいと考えていま
す。また、東京オリンピック・パラリンピックは新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響を受けて1年延期となり、収束の見通
しが立たないなかでの開催となりました。開催に対して厳し
い意見が多くあがっていた当時の状況を考えれば、無観客
という判断は正解だったと思います。ただ、実際はしっかりと
コロナ対策が講じられていましたので、大会関連施設ほど
安全な場所はなかったようにも思います。観客の皆さんを入
場していたとしても、きっと日本の皆さんはしっかりとルールを
守ってくれたと思いますし、組織委員会では、人流が生じて
も感染者を出さないようにするための「プレイブック」を制作
していました。しかし、無理にことを進めて選手たちに影響
が及んでしまっては元も子もありませんので断念しました。本
来は史上最高の観客数を誇れたと思いますし、その観客た

ちを十分に楽しませるた
めの“見せ方”にも工夫
を凝らした方法を準備
していましたので、それ
を披露することができな
かったことは残念でなり
ませんでした。 
 
—東 京 2 0 2 0オリン
ピック・パラリンピックで
は、開閉会式での橋本
さんの言葉が非常に印
象的でした。スピーチに
は、どんな思いが込めら
れていたのでしょうか？ 

1964年10月5日生まれの橋本聖子さんは、その5日後に開幕したアジアで初めて灯された東

京オリンピックの聖火にちなんで名づけられました。オリンピックの申し子として、スピードスケー

トで冬季オリンピックに4回、自転車競技で夏季オリンピックに3回出場するなど、日本を代表する

アスリートとして活躍されました。また、現役競技選手と国会議員という二足の草鞋を履き、国会

内でも女性が働きやすい環境を整えるなど、常に新しい道を切り拓いてきたパイオニア的存在で

もあります。東京オリンピック・パラリンピック担当大臣、東京オリンピック・パラリンピック競技大

会組織委員会（以下、組織委員会）会長として安心・安全な大会開催の実現に奔走した橋本さんに

お話をうかがいました。 

聞き手／佐野慎輔 　文／斎藤寿子 　写真／フォート・キシモト、橋本聖子 　取材日／2021年11月25日、12月22日
東京2020パラリンピック閉会式での挨拶
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たち人間誰もが年齢を重ねれば足腰が弱くなり、ちょっとした
段差でも転倒してしまう危険があるのだから、みんなが快適
に生活するために必要なことだという認識があるはずです。こ
ういう子どもたちが今後も増えていけば、私たちが選手村で
見た風景が当たり前の社会になっていくのだろうと思います。 
 
—東京2020オリンピック・パラリンピックのレガシーについ
ては、どのように考えていらっしゃいますか？  
東京オリンピック・パラリンピックが無事に開催されて本当に
良かったと思っていますが、それで終わりでは何にもなりませ
ん。将来にわたって、今回の東京オリンピック・パラリンピックは
どんな意味があったのか、どんなターニングポイントとなったの
か、ということを後世の人に伝えていかなければなりません。そ
こで今、理念法ではあるのですが、議員立法で法案を残そう
と考えています。コロナ禍のなか、東京オリンピック・パラリン
ピックが安心安全に開催された背景には何があったのか。そ
して「多様性と調和」「共生社会」「ユニバーサルデザイン」と
いった、東京オリンピック・パラリンピックで示されためざすべき
社会のあり方、こうした健全な社会こそが、心身の健康をつく
り、ひいては健康寿命の延伸にもつながるというようなことを盛
り込もうと思っています。東京オリンピック・パラリンピックに向け
て、この8年間で取り組んできたことを残すことで、持続的推進
へと繋げるものにしたいと考えています。2019年には東京オリ
ンピック・パラリンピックのレガシーを将来に生かすため、政府
内に「レガシー推進室」が設置されました。それが今後は、内
閣官房にある東京オリンピック・パラリンピック推進本部の後
継組織となる予定ですので、そこがきちんと受け継いでいける
ように、超党派のスポーツ議員連盟での発案にしたいと考え
ています。オリンピック・パラリンピックのレガシーを法律にして
残す取り組みをした国は今までないと思いますので、世界で
初めての取り組みとしてIOCにも伝えたいと思っています。 

組織委員会会長として非常に大きな責任のある仕事のひと
つが、開閉会式のスピーチだと考えていました。これまでオ
リンピックの開閉会式では、選手あるいは日本選手団団長と
してフィールドから、歴代のIOC会長や、開催都市の組織委
員会会長のスピーチを聞いていたのですが、何かちょっと言
葉を発すると会場から歓声と拍手が沸き起こって盛り上がる
というのがお決まりでした。歓声でスピーチの言葉が聞こえ
ないこともしばしばあったほどです。ところが、東京オリンピッ
ク開幕まで15日に迫った2021年7月8日に、東京、神奈川、埼
玉、千葉の1都3県の会場は、すべて無観客での開催という
ことが決定しました。つまり、今大会にはいつも盛り上げてく
れていた観客がいないという状況でのスピーチでしたので、
かえって一つひとつの言葉をじっくりと聞くことになるのだろ
うと思いました。東京オリンピック・パラリンピックに対する印
象や評価は、私のスピーチの言葉の善し悪しで大きく変わっ
てしまうかもしれないと思うほど、責任の重みを感じていまし
た。そこで、東京オリンピックが始まって、東京パラリンピックが
終わるまでの一連の流れを“旅”と考え、まずは開幕する前
の気持ちを東京オリンピックの開会式で述べました。それか
ら東京オリンピックの大会期間中、毎日競技会場をまわって
選手たちの姿を目にしたり、ボランティアの皆さんと触れ合っ
たりするなかで感じたことを東京オリンピックの閉会式でお話
をすると同時に、次に迎える大事な大会である東京パラリン
ピックに向けての気持ちを伝えました。そして最後に、東京
パラリンピックの大会期間中に感じたことを閉会式で述べた
わけですが、どの原稿も本番ぎりぎりまで感じたことをメモし
ながら作成しました。組織委員会には広報や秘書という部
署がありましたので、通常、何か発言をする際には原稿のた
たき台が用意されるものなのですが、開閉会式のスピーチの

原稿だけはすべて自分
で書きました。自分自身か
ら湧き出てくる感情を大
事にしたいと思ったので
す。

—現役時代には夏冬
あわせてオリンピックに７
回出場するなど長い間
世界のトップアスリートと
して活躍され、引退後に
は冬季では2010年バン

クーバーオリンピック、2014年ソチオリンピック、夏季では2016
年リオデジャネイロオリンピックで日本代表選手団団長を務
められました。さまざまな立場でオリンピックに携わってきた橋
本さんだからこその深みのあるスピーチだったと思います。
実は本番でのスピーチ時間は決められていまして、4回のス
ピーチのうち最も長い時間をいただけたのが東京オリンピッ
クの開会式で6分半ほどでした。そのほか、東京オリンピッ
クの閉会式は5分、東京パラリンピックの開会式は4分半、東
京パラリンピックの閉会式は4分強と配分されていましたの
で、その時間におさまるようにそれぞれの原稿を用意してい
ました。実際ストップウオッチで測って練習もしました。とこ
ろが、東京オリンピックで同じ6分半の尺だったはずのトーマ
ス・バッハIOC会長のスピーチが倍の12分に及んだんです。
バッハ会長の隣でスピーチを聞きながら「あれ、時間大丈夫
かな」と実はやきもきしていました（笑）  

圧倒されたパラリンピックで目にした
あるべき社会の姿
—東京2020オリンピック・パラリンピックは原則無観客で
行われましたが、これは歴史上初めてのこと。開幕前は果た
して盛り上がるのだろうかと不安視する声もありました。しか
し、実際には無観客であるという寂しさを感じさせないほど、
選手たちのパフォーマンスはすばらしかったと思います。特に
初めて目にした人たちが多くいた東京パラリンピックの評価は
非常に高かったと思いますが、橋本会長はどのように感じら
れたでしょうか？
私自身、パラリンピックの運営に携わることが初めての経験で
したし、パラリンピック競技を生で見たのは冬季大会の1998
年長野パラリンピック以来で、夏季大会では初めてのことで
した。もちろん各大会で、結果を伝える報道や映像を目にす
る機会はありましたし、国内で行われる予選会には会場に足
を運んだことも何度かありました。しかし、パラリンピックという
本番の舞台を見たのは、長野パラリンピック以来とブランクが
あったものですから、「ここまで競技レベルが上がっているん
だ」と正直驚きました。もうひとつは、私たちの想像をはるか
に超えたレベルで限界を突き破ってきたアスリートたちなんだ
なということを感じました。東京オリンピックは私自身が現役
時代にも経験してきた世界でもありましたので、「コロナ禍で
もしっかりとオリンピックの価値を伝えることができた大会にな
る」と想定していたことを体現できたことに安堵していました。

一方、東京パラリンピックは想像をはるかに超えた、とにかく圧
倒された大会でした。選手たちにも、支える人たちにも、私が
考えていた数段上の覚悟があるように思いました。また「こ
のパラリンピックには、国がやるべき政策課題がすべて詰まっ
ている。これをしっかりと取り組めば、日本は世界のトップラン
ナーになれる」というふうにも感じました。スポーツというひとつ
の芸術でありながら、子どもたちの教育にもなるものだと。東
京パラリンピックの閉会式のスピーチでも「パラリンピアンの皆
さんの圧倒的パフォーマンスに、心が震えました」と述べまし
たが、パラリンピック選手たちのパフォーマンスを見ながら「こ
の圧倒的なものを、これからの日本は支えていくことができる
社会をつくっていかなければいけない」と強く感じました。 

—これからの日本社会がどうあるべきか、その姿を東京
パラリンピックが示してくれました。 
選手村の村長を務められた川淵三郎さんは、東京オリンピッ
ク・パラリンピックの期間中、ずっと選手村を見て回ってくださっ
ていたのですが、パラリンピック期間中、さまざまな障がいのあ
る選手たちが選手村で生活している様子に、「こういう風景
は、生まれて初めて見た」と、とても驚かれていました。例えば、
白杖を持った視覚障がい者を道案内している人も腕に障が
いがある人だったり、片脚切断の人が義足を履かずに片足
跳びで移動していたりと、ふだん私たちは目にしないけれど、パ
ラリンピアンにとってはふつうの生活スタイルが営まれていたん
です。川淵さんは「この年齢にしてこれだけ驚くということは、
いかにこの風景が日本社会において当たり前ではなかったと
いうこと。これはぜひ教材にして、子どもたちに知ってもらいた
いなぁ」とおっしゃっていて、私も大賛成でした。なぜなら、これ
から日本がめざすべき社会そのものだと感じたからです。そ
ういう社会モデルを子どもたちに見せることで、当たり前の社
会として根付かせたいと思いました。東京パラリンピック後、実
際にどういう形だったらIOCやIPCが定める共生社会実現の
ための基準をクリアできるのか模索し、なんとか実現の目途が
たったところです。考えてみれば、オリンピック・パラリンピック教
育は2014年からスタートしたわけですが、当時小学1年生だっ
た子どもは、今では中学2年生になっているんですよね。そうす
ると、その子どもたちにとってパラリンピックは当たり前に認知さ
れていて、例えば義足や車いすについても、それ自体に壁を
感じることなく、その人が快適に生活するためのひとつのツー
ルなんだと、自然と考えられていると思うんです。そしてバリア
フリーについても、障がいのある人たちのためだけではなく、私

東京大会の選手村村長を務めた川淵三郎氏（右）と

東京2020パラリンピック・
陸上ユニバーサルリレー
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使命感で引き受けた開幕5カ月前の
組織委員会会長への打診
—コロナ禍での東京2020オリンピック・パラリンピック開催
については、開幕前には中止や延期の声が多くありました。そ
うした意見を持った人たちに対しての答えとして、オリンピック・
パラリンピックを開催する意義を示すことはできたのでしょうか?
これまで何回か日本選手団団長を務めさせていただいたこ
ともあって、以前から「なぜオリンピック・パラリンピックは存在
するのか」「なぜオリンピックはこれだけ人 を々魅了するのだ
ろうか」ということを調査してきました。東京オリンピック・パラ
リンピックも、コロナ禍の前は賛同の声が多くありました。2019
年12月に内閣府が行った「東京2020オリンピック・パラリンピッ
クに関する世論調査」では、開催について「日本にとって良い
ことだと思う」と答えた人は85.5％にのぼりました。それだけ多
くの方が、東京オリンピック・パラリンピックを楽しみにしてくだ
さっていたのだと思います。一方、どの大会でもおよそ3割の
人たちはオリンピック・パラリンピック開催を良く思っていないと
いう調査結果が出ていますが、ならばその3割の人たちにど
のようにしてオリンピック・パラリンピックの魅力を伝えていけば
いいのか、ということが課題とされてきました。調べてみると、
3割のうち1割は「オリンピック・パラリンピックは好きだが、国民
に大きな負担をかけてまで自国開催をする必要はない」とい
う考えの人たちでした。もう1割の人たちは「そもそもそんな

大会は必要ない」という考えの人たちで、残り1割は「反対だ
けれど、実際には見る」という人たちでした。さらに調べていく
と、実際に自国でオリンピック・パラリンピックを開催すると、反
対していた人たちのなかから「開催して良かった」と、考えが
変わる人たちがいました。ただし、その逆もしかりで入れ替え
が起こるので、割合的には変化はないというのが、過去のオリ
ンピック・パラリンピックでの調査結果でした。そう考えますと、
「そもそも必要ない」というスポーツにまったく興味がない人
たちを除いて、2割の人たちはふだんほかのスポーツを見て
いたり、あるいは自分自身がスポーツをしていたりと、それなり
にスポーツに興味がある人たちなんですね。そういう人たち
にオリンピック・パラリンピックの開催意義を伝えていけるかと
いうことが重要だと感じました。どの大会でもそうした結論が
出ていたわけですが、コロナ禍での東京オリンピック・パラリ
ンピックにおいては、どの世論調査においても5割以上の人が
「中止すべき」あるいは「開催することに不安がある」と答え
ています。また2021年1月に共同通信社が行った世論調査
では、「中止すべきだ」（35.3％）「再延期すべきだ」（44.8％）
をあわせて、8割以上の人が反対意見であるという結果が出
ました。しかし、私自身はそうした状況を冷静に捉えていまし
た。なぜなら、反対の声をあげている人たちのなかには、もとも
とは賛成だった人たちがたくさんいるということはわかってい
たからです。では、なぜ今大会は反対なのかと言えば、ひとつ
は新型コロナウイルス感染症への対策に不満と不安を持っ

ていたからで、そのストレスを東京オリンピック・パラリンピック
に向けることで、安心感を得たいという気持ちもあったのだと
思います。そして、メディアも不安を煽るような報道を続けるこ
とで、国民の関心をひいていたところがありました。そういうな
かで、私たちはもともとオリンピック・パラリンピックに興味を持っ
てくださっていた人たちに「これだったら開催しても大丈夫だ
ろう」という安心感を抱いてもらえるように、地道に努力を重ね
ていくしかありませんでした。会見などで私の消極的な態度
に「もっと強く主張すべきだ」という声もあったのですが、私と
しては無理に戦う姿勢を見せれば、かえって反発されるだろ
うと思っていましたので、とにかく「自分の仕事は、開催を実現
させることだ」と言い聞かせて準備に専念しました。もちろん
開幕前にもできる限りの理解していただける努力はしました
が、最終的には感染拡大を防ぐ大会を実践することで理解
をしていただくしか方法はないと考えていました。 
 
—橋本さんは「ストレスをかわすことが得意だ」とおっ
しゃっていますが、今回のストレスはどのようにしてかわされた
のでしょうか？ 
メディアも含めてすべての国民の気持ちを、全身で受け止め
ようという思いでいました。選手、スタッフ、ボランティアなどの
人たちのストレスになってはいけませんので、国民のマイナス
感情の矛先が、東京オリンピック・パラリンピック自体に向か
ないよう、すべて組織委員会会長である私のところに向くよ
うにしたいと思いました。ただ、実際にはなかなか難しかった
なと反省しています。私自身が責められることはぜんぜん構
わなかったんです。政治に身を置いていれば、反対意見や
責められることなど日常茶飯事。もちろん聞く耳は持っていま
すが、一つひとつ気にしてストレスに感じるということはありま
せん。とにかく大会開催を実現させることが、森喜朗前会長
から引き継いだ最重要業務と思っていました。 
 
—コロナ禍というだけでなく、開幕前にはさまざまな問題
が起きました。森さんの女性蔑視ともとれる発言で、東京オリ
ンピック開幕まで半年を切ったなか、会長が交代するという
事態となりました。そして東京オリンピック開会式・閉会式の
式典・演出チームでも過去の言動が問題視されて、辞任が
相次ぎました。こうしたさまざまなことが、国民の組織委員会
への不信感を募らせていったのだと思いますが、もっと国民
に丁寧に説明をしたり、情報を開示することによってあそこま
での騒動には至らなかったのではないかと思います。 

対応については、いろいろと反省しなければいけない点はあ
ります。ただ、すべての情報をオープンにすると、問題とされ
た人が一層世間の批判にさらされてしまう可能性がありまし
た。実際、数十年前の過去にまで遡っての言動や映像を調
べ上げられて、次 と々世間にさらされる状況でしたので、なか
なかそこで説明をしたり情報を開示するというようなことがで
きませんでした。もちろん組織委員会としては、私自身に対し
ても含めて、関係者の身体検査はきちんとしていました。しか
し、プライベートなこともありますので、メディアがしたような何
十年以上も昔のことまでは調べることなどはできませんでした
し、正直メディアに対しては「そこまでするのか」と驚きました。
どこまで調べて、どこまでオープンにすればいいのかは、本当
に頭を悩ませたところです。東京オリンピック・パラリンピックを
うまく運営していくために、組織委員会としては結構細かく身
体検査をしたつもりでした。ただ、いくら情報開示が重要だと
はいえ、どんな人にもこれからがあります。とはいえ、世間はや
めさせなければ納得はいかなかったと思いますので、その人
の将来の部分までも傷つけることなく、どうやって辞任の方向
にもっていくべきなのかということには苦心しました。 

—森前会長が自らの発言の責任をとって、2021年2月12日
に組織委員会会長を辞任することを表明したのを受けて、組
織委員会では「候補者検討委員会」が設置されました。そこ
で後任の会長に選ばれたのが橋本さんだったわけですが、
その経緯について改めて教えてください。 
森前会長が辞任をするとなった時には、すでに東京オリンピッ
ク開幕まで5カ月に迫っていましたので、当時東京オリンピッ
ク・パラリンピック担当大臣の立場としても「これは一日でも早
く後任を決めてもらわないと困るな」と思いながら毎日のように
報道されるニュースを見ていました。そうしたところ「候補者
検討委員会」（以下、検討委員会）で私の名前が出ていると
いうことを耳にしたわけですが、ただ政治家が組織委員会の
トップに立つということは特に何
か規定が定められているわけで
はなかったもののタブー視されて
いたようなところがあったんです。
ところが、過去の大会を調べて
みると、例えばセバスチャン・コー
氏（現・国際陸上競技連盟会
長）は上院議員のまま2012年ロン
ドンオリンピック・パラリンピック組

森喜朗前大会組織委員会会長

2016年リオデジャネイロオリンピックでは日本選手団団長を務めた（中央） 
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織委員会会長を務めていました。「それならば、問題はない
だろう」ということで検討委員会において私に一本化して、打
診するという流れだったようです。正直、打診を受けてから悩
む時間はありませんでした。すぐに菅義偉首相（当時）に相談
に行ったところ「誰かがやらなければいけないのであれば、あ
なたが一番適任なのでは」と言っていただいたので、もうその
場で大臣の辞職願を出しました。それが受理されたあと、組
織委員会の理事会にはかられて決定しました。「火中の栗拾
い」というようなことも言われましたが、私自身がさまざまな立場
でオリンピックに関わってきましたので、どれだけ東京オリンピッ
ク・パラリンピックが重要だということかはわかっていましたし、
使命感もありました。それと「こんな大変な役回りを、ほかの誰
かにお願いするのはあまりにも酷なことだ」とも思っていたん
です。その人が辛い思いをするのを見るのは嫌だな、それな
らば、自分でやったほうがよっぽど楽だろうと思いました。です
ので、組織委員会の会長に就任することに対しては「私でよ
ければ」という思いでした。ただ東京オリンピック・パラリンピッ
ク担当大臣と同時に、女性活躍担当大臣として男女共同参

画を推し進めていくためにやり遂
げたいことがたくさんあっただけに、
道半ばで手を離さなければいけな
かったことについては本当に残念
でなりませんでした。それでもふだ
んから一緒になって事業を進めて
きた丸川珠代さんが後任となってく
れましたので、立場は変わっても一
緒にやっていこうということで安心
してバトンを渡すことができました。

—会長就任直後の2月末には組織委員会内に事務総長
直轄の「ジェンダー平等推進チーム」を設け、小谷実可子ス
ポーツディレクターがチーム・ヘッドとなって改革に取り組まれ
ました。3月には組織委員会の女性理事を12人に増やし、女
性の比率を42％にまで引き上げました。
男女共同参画担当大臣を務めていた時に最も重要視して
いたのは、「世界が日本をどう見ているか」でした。女性活
躍の面では、いまだ日本は世界から非常に遅れている国だ、
と見られているというのが実情です。2021年3月に世界経済
フォーラムが公表した「ジェンダー・ギャップ指数」では、日本
は156カ国中120位と先進国のなかで最低レベル、アジア諸
国のなかでも韓国や中国、ASEAN諸国より低い結果となっ

ています。そうしたなかで、森前会長の後任を務めるのはど
ういう人物なのかと世界から注目されていて、日本を見てもら
えるチャンスでもあると思いましたので、「日本はやっぱり女性
活躍の点で遅れている国だな」とは思われないようにしなけ
ればなりません。そのため、女性理事を増やしたことについ
ては「単なる数合わせではないか」という批判もありましたが、
女性の比率が42％という数字で示すことでインパクトを与えら
れたのではないかと思います。実際、世界からの反響は大き
かったです。今後さまざまな組織や社会で意識改革が進め
られていくきっかけになっていくことを期待しています。

病気によって人生観が変わり、
身についた耐える強さ
—橋本さんは、1964年10月5日に北海道勇払郡早来町

（現・安平町早来）で生まれ、その5日後にアジアで初めて
開催された東京オリンピックの聖火にちなんで、お父さまが

「聖子」と名付けたというのはあまりにも有名な話です。 
私の父はスポーツが大好きな人で、東京オリンピックにも強
い思いを抱いていました。どうしても自分の母親、私の祖母
に開会式を見せたいということで、北海道から上京して、国
立競技場で開会式を見ているんです。もちろん開会式のチ
ケットは人気でしたから、相当苦労をして取ったようですが、
実際には3枚取れたんだそうです。当時、祖母は足を悪くし
ていて、歩くのもやっとのような状態でしたので、父が祖母を
背負って行ったのですが、地元の女医さんも帯同することに
なって、3人で上京したんです。開会式で聖火リレーの最終
ランナーとして国立競技場の聖火台に火を灯した坂井義則
さんは、第二次世界大戦末期の1945年8月6日、世界で初
めて広島県に原爆が投下されたその日に広島県三次市で
生まれた方でした。「戦後復興と平和」の象徴として選ばれ
たということを知った父は深く感銘を受け、それで生まれた
自分の子どもをオリンピック選手に育てたいという考えで、女
の子だったものですから「聖子」と名付けたそうです。そう
した自分の名前の由来については、幼少時から何度も父に
聞かされてきましたので、小学校にあがる前から「自分はオ
リンピック選手になる」と言っていたのですが、ただオリンピッ
クがどういうものなのかはわかっていませんでした。初めて
オリンピックを見たのは、小学校1年生のときの札幌オリンピッ
ク（1972年）でした。実際に見に行くことはできず、テレビで
の観戦だったのですが、大会期間中に開閉会式が行われ

た真駒内公園のスピードスケート競技場に連れて行ってもら
い、そこに置かれた聖火台に灯る火を遠くから見ることがで
きました。 
 
—初めて触れたオリンピックは、いかがでしたか？
北海道では誰もが遊びでスケートをやるのですが、私も3歳
からスピードスケートをやっていまして、慣れ親しんできたス
ピードスケートがオリンピックの種目にあるんだということを札
幌オリンピックを見て知りました。当時、地元ではスピードス
ケート男子500ｍの鈴木恵一さん（元日本スケート連盟理
事）にメダルの期待が寄せられていました。だから小学1年
生の私も、鈴木さんが金メダルを獲るものだとばかり思ってい
たんです。あとから聞いた話では、鈴木さんは29歳になって
いて、すでに全盛期を過ぎていらしたということだったのです
が、日本選手団の主将を務め、選手宣誓もされていて、すご
く大きな期待を寄せられていたんです。ところが、コーナーで
失敗をして、19位に終わったんです。それが、子どもながらに
してすごく残念に感じたのを覚えています。一方、それまで
遊びでやっていたスピードスケートが、競技として行われてい
るのを見て、「あ、この競技を続けていけば、オリンピックに行
けるんだ」と思いました。もちろん、予選を勝ち抜かなければ
いけない厳しい舞台であるということは、小学1年生の私に
はまだぜんぜんわかっていませんでしたが、何となく自分が
めざすオリンピックがイメージできるようになったのは、札幌オ
リンピックの影響が大きかったです。父にお願いをして、小学
校2年生でスポーツ少年団に入れてもらい、本格的にスピー
ドスケートを始めました。

—ところが、小学校3年生の時に腎臓病を患われました。
スピードスケートを諦めなければいけないというようなことは
なかったのでしょうか？

小学校3年生の春に腎臓病になり、入
院自体は2カ月ほどだったのですが、
療養生活は小学4年生の夏休みが明
けるくらいまで続きました。その間、学
校は午前中の授業だけ受けて、お昼
に迎えに来てもらい、午後からは自宅
で療養するというようなことをしていま
した。両親は心のなかでは「もうスピー
ドスケートは無理だろう」と思ってい
たと思います。私自身は何もわからな

かったですね。当時はとにかく塩分はいっさい禁止という食
事制限が辛いということが一番にあっただけで、腎臓病の怖
さみたいなものはわかってはいませんでした。療養をして元
気になれば、きっとまたスピードスケートができるのだろうと考
えていたと思います。 

—入院中には辛い経験もされたようですね。 
苫小牧市立病院に入院していたのですが、小児病棟には
同じくらいの年齢の子どもたちがたくさんいまして、そのなか
で同じ年齢の女の子と友だちになりました。今考えますと、そ
の病院は当時としては珍しい取り組みをしていて、北海道大
学のインターンの学生が塾のようにして、学校に行けない私
たちに週に何度か勉強を見てくれたんです。そのほか、週に
2、3回ほど、おやつの時間の前に子どもたち同士の交流会
があって、ベッドから起き上がれるような子どもたちが、寝たき
りの子どもたちの病室に行って紙芝居やトランプをして一緒
に遊ぶというような時間がありました。その時、「あの子は治
らない病気なんだよ」ということを聞かされて「同じ年齢で、そ
んなに大変な病気をしている子どもがいるんだ」ということを
知ったのですが、その女の子も
大病を患っていたんです。その
子の病室に行くのが辛く感じたり
したこともあったのですが、当の
本人はすごく明るくて、私たちが
病室から出る時には、いつも笑顔
で見送ってくれました。その子が、
ある日突然亡くなってしまったん
です。その時に、「あの子は、み
んなと会うのがいつ最後になって
もいいように、いつも笑顔でいた
んだよ」ということを聞かされて、

幼少時 父と 

鈴木恵一選手（1972年札幌オリンピック） 

橋本氏の後任のオリンピック・パラリンピック
担当大臣に就任した丸川珠代氏 
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子どもながらにして人生観が変わりました。「自分と同じ9歳と
いう年齢の子どもが、こんなふうにして死んでしまうことがある
んだ」と。健康でいることが、どれだけ人間にとって幸せなこ
となのか、というふうに考えるようになってからは、食事制限が
辛いとは思わなくなりました。 

—そうした病気になったことによって人生観が変わったこ
とが、競技で過酷なトレーニングをするうえでも大きく影響した
のでしょうか？ 
もちろんトレーニングは苦しいのですが、入院生活や食事制
限をすることに比べたら何でもないと思えました。耐えること
に対して苦に思わなくなったのですが、一方では、自分を追
い込むことができるようになってしまったということでもありま
した。それで高校3年生の秋口に腎臓病が再発しかけて、
まだ若いというのに体にむくみが出てきたんです。小学校
の時には「急性なので再発することはないだろう」と言われ
ていたのですが、完治していなかったのだと思います。それ
とのちに検査でわかったのですが、私
は生まれつき腎臓機能が弱かったよう
なんです。それで「このまま放っておけ
ば、完全に再発してしまう」ということで、
また入院せざるを得なくなってしまいま
した。実は、翌シーズンにはレークプラ
シッドオリンピック（アメリカ）を控えてい
て、私自身は確実に出場できると思って
いました。しかし、腎臓病が再発すれ
ばもう出場できないと思い詰め、今でい
う「PTSD」（心的外傷後ストレス障が
い）により「呼吸筋不全症」を発症してし
まいました。ストレスによって呼吸する際
に必要な筋肉が動かなくなってしまった
んです。そのためちょっと上半身を起こ
していないと呼吸することができなくて、
180度体を横にして寝ると完全に呼吸が止まってしまうとい
う状態のなか、酸素マスクで呼吸しながらの入院生活を余
儀なくされました。とてもオリンピックどころではなく、諦めざる
を得ませんでした。 
 
—その状態から、スピードスケートで冬季オリンピックに4
回、自転車競技で夏季オリンピックにも3回出場と活躍するま
でに至ったのには、何が要因していたのでしょうか？ 

シンプルに病気をしたからだったと思います。もし健康な状態
で過ごしていたら、苦しい思いをしてまでオリンピックに7回も
出場しよう、なんてことは考えなかったと思います。でも、大き
な病気を患ったことで、自分なりに人間の限界を知ることが
できたのではないかと思います。入院中は本当に苦しくて、
最終的に肺活量は元には戻りませんでした。それでも工夫を
しながらトレーニングを続けるという、ふつうだったらやらない
ことをしてきたのは、病気をしたことによって辛いことに耐えら
れるようになったからだと思います。

世界に影響を受けて挑戦した
冬夏大会出場
—橋本さんといえば、冬夏両方のオリンピックに出場した
先駆者でもあります。スピードスケート選手として、1984年サラ
エボオリンピック、1988年カルガリーオリンピックと冬季大会に
出場したあと、自転車競技に転向し、夏季大会にも出場する

と宣言した時には驚きました。実際、1988年
ソウルオリンピックに出場を果たし、その後も
冬夏両方のオリンピックで活躍されました。
スピードスケート選手の私が、自転車競技
で夏のオリンピックに出場する意向を示し
た際、世間からは驚きや批判の声があがり
ましたが、私自身は「なぜ冬と夏と両方に
出てはいけないのだろう」と不思議でした。

「急にほかの競技から来た選手が、ずっと
努力を重ねてきた選手の出場を阻むのか」
というご意見もあったのですが、私からす
ればオリンピックは予選で勝った選手が行く
ことができる舞台です。だったら、勝った私
がなぜ行ってはいけないのだろうかと、釈然
としませんでした。と同時に、「だから日本は
世界に勝てないんだ」とも思っていました。

日本はまだスポーツ界では世界水準に達していない国なん
だなと痛感しました。私自身は、初出場のサラエボオリンピック
でも、その次のカルガリーオリンピックでも、本気でメダルを狙っ
ていました。ところが、周りは「ウインタースポーツで日本人がメ
ダルを獲ることは無理」という考えの人ばかりで、「ああ、この
なかで世界と戦っていくのは大変だな」と思いました。なにし
ろ国際大会に行けば、スポーツ先進国にはチームドクターや、
栄養バランスを考えたメニューを提供するために栄養士や

コックを帯同していたりしているのを目の
当たりにする一方で、日本はトレーナーさ
えも帯同できないレベルでした。「これは
殻を破っていかないと勝てないな」と思い
ました。ところが、今も一部ではそうだと思
いますが、選手が言いたいことを言えるよ
うな時代ではありませんでしたので、日本
では選手が強くなるために、世界と対抗
するために「こうしたい」というような主張
をしても“わがまま”ととらえられがちだった
ところがありました。「連盟に強い主張を
したらつぶされる」というようなことがささ
やかれていて、殻を破りたくても、破れな
い選手がたくさんいたのです。私は史上
最年少の高校1年生でスピードスケート日
本代表として世界選手権に出場していま
したので、10代のころから先輩たちが言いたいことも言えず
に苦労しているのをずっと見てきていました。それでずっと「ど
うしたら自分が言いたいことを言える選手になれるだろうか」
というようなことを考えていました。「まずはこの選手の主張は
聞かないといけない、と思われるような選手にならなければ、
いつまでたっても改革はできないだろう」と考えました。もうひと
つは「アスリートとしてだけでなく、人として、ふだんから人に認
められた存在でないといけないだろう」ということも思っていま
した。この2つがあって初めて話を聞いてくれるのではないか
と思いましたので、世界に通用する競技力と、他人から認め
られるだけの人間力を備えようということで、懸命に練習する
と同時に、ふだんから人に尽くす行動をとることを心がけてい
ました。まずは自分自身を改革するところから始めて、それを
成績につなげ、最終的には日本のスポーツ界全体について
選手がきちんと主張できるような風通しのいい環境にすること
をめざしていました。 

—現役時代からそのように日本のスポーツ界の未来を考
えていらしたことが、政治家の道を志すきっかけとなったので
しょうか？
それはあったと思います。世界を見わたしますと、政治家に
なっている元アスリートがとても多いんですよね。選挙制度
が違うこともありますので単純に比較することはできないの
ですが、ロシアでは現在、10人ほどもオリンピックのメダリスト
が政治家として活躍しています。 
 

—そもそもスピードスケート選手だっ
た橋本さんが、自転車競技の選手として
夏季オリンピックをめざそうと思ったきっ
かけとは何だったのでしょうか？ 
最初に憧れたのは、エリック・ハイデンとい
うアメリカ代表の選手でした。彼は、自国
開催となった1980年レークプラシッドオリ
ンピックで、スピードスケートの500ｍ、1000
ｍ、1500ｍ、5000ｍ、10000ｍと出場した
全5種目でオリンピック新記録を樹立し、
史上初めて1大会で金メダル5個を獲得
したんです。その後、一度は現役を引退
し、大学の医学部に進学するのですが、
途中で休学して、今度は自転車競技の
選手に転向してロードレースに出場し、活
躍するんです。その後はまた医学部に戻

るわけですが、そんな彼の姿を見て、「私もあんなふうにスピー
ドスケートでも自転車競技でも活躍できる選手になりたい」と
思ったのが自転車競技を始めたきっかけでした。そして身近
な選手では、クリスタ・ルディング・ローテンブルガーという旧ド
イツ出身の選手の影響が大きかったですね。高校1年生か
ら毎年、世界選手権に出場していましたので、そこで世界の
情報を得ていたのですが、1988年カルガリーオリンピックの2
年前くらいにローテンブルガーがスピードスケートで冬季のカ
ルガリーオリンピックに出場したあと、同年開催だった夏季の
ソウルオリンピックにも自転車競技で出場しようとしているとい
うことを耳にしたんです。もともとハイデンに憧れて自転車を
始めていましたので「私も挑戦してみよう」と思って、すぐにカ
ルガリーオリンピック、ソウルオリンピックの両方に出場するため
の準備に取りかかりました。ローテンブルガーの影響は、現役
引退後の人生にも大きくありました。彼女は現役中に結婚を
して、出産後に現役に復帰して、1992年アルベールビルオリン
ピックでは500ｍで銅メダルを獲得したすごい選手なのです
が、さらに大学に通いながら地元ドレスデン（ドイツ）の市議会
議員もやっていたんです。今でこそ日本でもお子さんを持つ

ソウル大会では自転車競技に出場（1988年） 

レークプラシッドオリンピックで5つの
金メダル獲得したエリック・ハイデン（1980年） 

ローテンブルガー
（1988年カルガリーオリンピック） 

オリンピック初出場を果たしたサラエボ大会（1984年）
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スポーツ界の社会貢献が問われる時代に　橋 本  聖 子

女性アスリートや、現役中に大学に通うというような選手も出て
きていますが、当時は日本では現役選手がそんなふうに何役
もこなすというようなことは、まったく考えられないことでした。 

競技と国会との
二足の草鞋を選択した理由
—橋本さんご自身も、1995年に自由民主党（以下、自民
党）から参議院選挙に出馬し、現役選手として国会議員に
なりました。  
当時、私は30歳で翌年の1996年アトランタオリンピックをめざ
していた身でしたし、女性ということもあってメディアからは
ひどくバッシングを受けました。それでも出馬を決めたのは、

「政治家が理解しないと社会の改革は進まない」と考えて
いたからです。スポーツは生活の一部であり、経済・社会
の営みであるはずなのに、当時は、政治とスポーツを切り離
そうとする意識が強くありました。でも実際は、共同体なん
ですよね。そういう意味で、日本のスポーツ界がこれだけ先
進国から遅れを取っているのは、やはり政治家に理解され
ていないからなのだろうと思います。日本人の何かひとつの
ことを極める、という精神はとても美しいと思いますが、その
一方で自由にやりたいことをやっている海外のアスリートを

見ていると、日本の窮屈さを
感じることが多々ありました。
この風潮を変えていくには、
自分が政治家となって日本
スポーツ界の改革に着手す
ることが重要なのではない
かという思いで、立候補する
決意をしました。 
 
—当時の自民党幹事長
だった森喜朗さんから打診
を受けたというのは、どのよう
ないきさつがあったのでしょ
うか？
日本は何をするにも前例を重
んじるのですが、私がしてき
たことはほとんど前例のない
初めてのことばかりで、それ
だけに国会の内外から風当

たりは強かったです。ただ私は海外を見てきましたので、「な
ぜ現役アスリートが、国会議員になってはいけないのか」と不
思議でなりませんでした。ハイデンやローテンブルガーのよう
に、競技をしながら大学で勉強をしたり、母親として子育てを
したり、あるいは市議会議員になったりと、アスリートという枠
を超えて活躍するような選手が日本でも出てくるには、政治か
ら関心を寄せてもらわないといけないのだろうなと思っていま
した。ちょうどそんな時に、森先生から出馬の話をいただい
たんです。もちろん、迷いがなかったわけではありません。実
は、私の姉の夫も衆議院議員(故高橋辰夫氏)で、義兄からは

「競技人生をまっとうしたあとに、自分の後継者になってほし
い」と言われていましたので、ゆくゆくは地元の選挙区から衆
議院議員として出馬する心の準備をしていました。そのこと
が風のうわさで、当時自民党の幹事長を務めていた森先生
の耳に入り、それでお話があったということでした。 

— 1998年には同じ北海道出身の石崎勝彦さんとご結婚
をされて、母親となられました。  
実は国会議員になってから結婚をしたという女性議員は、
私が初めてのケースだったんです。結婚すること自体、周囲
からは驚かれたのですが、国会議員で出産するという時の
周囲の反応はさらに驚くものでした。現職の国会議員の出
産は50年ぶりで2人目だったようで、参議院議員としては私
が初めてでした。前例がないことばかりでしたので、最初は
大変なことが多くありました。たとえば、当時は参議院議員
が欠席を認められる理由は、「公務」「病気」「事故」の3つ
で、「出産」という項目はありませんでした。そこで超党派で
ご協力をいただきながら、議員運営委員会で参議院規則
を改正し、欠席届に「出産」という項目を追加することができ
ました。当時、少子高齢化が進むなかで育児休業制度が
整備されていたものの、実社会では女性が出産や子育て
で休業し、復職することに対して、なかなか理解が進んでい
ませんでした。制度はあっても、それを利用することはできな
いという女性が多かったと思います。さらに国会では「片手
間で国会議員はできないのだから、出産するなら離職する
べき」と、より厳しい目で見られていました。だから私も出産
後、1週間で職場復帰しました。しかし、「国会議員こそ、自
らが産休を実践すべきではないのか」という声も多く聞かれ
ました。そういうなかで、欠席届に「出産」を追加したことで、
事実上、国会議員が産休制度を利用することが認められた
というのは大きな一歩でした。

国会での演説  

1972年札幌オリンピック開会式 

社会に還元したいスポーツの価値
—さて、札幌市では、2030年のオリンピック・パラリンピッ
クの招致をめざしています。これについては、いかがでしょ
うか？ 
札幌オリンピック・パラリンピックについては、何を目的として
開催するのかというところをしっかりと示すことができれば、
札幌市民、北海道道民、国民に支持されると思います。今の
ところ、立候補都市のなかでも最有力視されていますので、
どんなビジョンを掲げるのか、国民にわかりやすいビジョンを
掲げることができるのか、というところが決め手になると考え
ています。 

—今後、スポーツ界出身の政治家として、取り組んでこられ
たことがたくさんありますね。どのような感慨をお持ちですか？ 
森先生を筆頭にして、社会的にスポーツの価値を高める政
治活動を行ってきた先生方にいろいろと教わってきたわけ
ですが、私が参議院議員に初めて当選した当初は、まだオ
リンピックも国民体育大会も単なる趣味や娯楽の延長とし
か見られていませんでした。また、日本スポーツ界全体が企
業に頼るしかなかったという状態でもありました。それがい
わゆる“スポーツ族”と言われている政治家の皆さんのお力
添えで、徐々に国家事業としてスポーツが捉えられるように
なってきたという流れがありました。その大きなきっかけとなっ
たのが、1990年代に起こったバブル崩壊です。日本の景気
が良かった時には、多くの企業が自社にチームを抱え、選手
を雇用し、育成しました。そのためオリンピックに出場するに
しても、企業におんぶに抱っこ状態だったんです。ところが、
バブル崩壊となって景気が悪化したとたんに、多くの企業が
チーム活動を廃止し、スポーツから撤退してしまいました。そ
の時に「これではまずい」ということで、国会でも議論が交わ
されるようになりました。また、2004年アテネオリンピックのあ
とには、当時の小泉純一郎首相にスポーツ界の実情を聞い
ていただき、アスリートの競技力向上の中核施設としてのナ
ショナルトレーニングセンターの建設、2007年オープンへとつ
ながりました。すでに2001年には、国際的な競技力向上の
ための医科学的サポートの拠点としてJISS（国立スポーツ
科学センター）がオープンしていましたので、ナショナルトレー
ニングセンターと両輪でアスリートを支えることができるように
なり、これまでのオリンピックでの好成績につながってきまし
た。また、2019年にはパラリンピック競技向けの施設「屋内ト

レーニングセンター・イースト」
がオープンし、オリンピック選手
とパラリンピック選手が同じ場
所でトレーニングに励むことが
できるようになりました。そこで
得られた情報や分析データ
を、今後はトップアスリートだけ
に利用するのではなく、一般社会にも還元していくことが重
要だと考えています。 

—今後、そうした施策を通して、社会をどのように変えて
いきたいとお考えでしょうか？ また、どのような取り組みをなさ
ろうと考えていらっしゃいますか?
特に成長期の子どもたちが、将来成長していくための体を
つくっていくためには、運動という刺激が非常に重要だとい
うことがわかっています。また、超高齢化社会において健康
寿命を延伸させ、終末医療をいかにおさえるかということが
最重要課題となっており、そこでは運動を欠かすことはでき
ませんし、病気やけがの予防が重要です。そうした人間の
生きる資本である体づくりに関して、スポーツ界ではいろいろ
と研究し、解明されてきていますので、今度はそれを社会に
フィードバックしていかなければいけません。それは運動をす
るということに限らず、たとえば勉学に集中するためにも健康
な体でいることは大事ですし、健全な心をつくっていくことに
も重要な要素となりますので、国の事業として進めていくべ
きことだろうと思います。それこそ、ナショナルトレーニングセ
ンターやJISSという国民皆さんが納めた税金を使い立派な
施設をつくったわけですから、そこで得られたものを一般社
会に還元していくというのは国としての責務だろうと思いま
す。また、元JOC副会長を務めた経験からしますと、今現在、
JOCはトップアスリートを育成・強化する役割を担う組織と
なっていますが、本来はそれだけに終わらず、もっと一般社
会や地域に貢献できることはたくさんあるのではないかと思
います。まずは各競技団体が50年後、100年後を見据えて
明確なビジョンを打ち出していくことが重要です。それをJOC
が統括し、競技団体ごとにばらばらに取り組むのではなく、
方法は違っても、ビジョンを共有し、同じ方向に向かっていく
ことが必要です。日本や世界の明るい未来のために、スポー
ツ界がどう貢献していくのか。それはひいてはスポーツの価
値が高まることにもつながります。そうしたことを、今後はしっ
かりと取り組んでいきたいと思っています。 
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歴　史 H I S T O R Y

 … 橋本聖子氏 略歴　　  … 世相

ロサンゼルスオリンピック開催（夏季）
ニューヨーク／ストーク・マンデビルパラリンピック
開催（夏季）
サラエボオリンピック開催（冬季）
インスブルックパラリンピック開催（冬季）

橋本 聖子氏、サラエボオリンピックで
スケート全4種目に出場

ソウルオリンピック・パラリンピック開催（夏季）
鈴木大地氏、競泳金メダル獲得 
カルガリーオリンピック開催（冬季）
インスブルックパラリンピック開催（冬季）

橋本 聖子氏、カルガリーオリンピックで
スケート全5種目に出場
橋本 聖子氏、ソウルオリンピックに
自転車競技で出場
橋本 聖子氏、世界オールラウンド
スピードスケート選手権大会で500m優勝。
日本人初の総合銀メダルを獲得

バルセロナオリンピック・パラリンピック開催（夏季）
有森裕子氏、女子マラソンにて
日本女子陸上選手64年ぶりの銀メダル獲得
アルベールビルオリンピック開催（冬季）
ティーニュ／アルベールビルパラリンピック開催
（冬季）

橋本 聖子氏、バルセロナオリンピックに
自転車競技で出場

リレハンメルオリンピック・パラリンピック開催（冬季）
橋本 聖子氏、リレハンメルオリンピックで
スケートに出場し、日本新記録を更新。
日本選手団主将を務める
橋本 聖子氏、自由民主党から立候補し
初当選

アトランタオリンピック・パラリンピック開催（夏季）
有森裕子氏、女子マラソンにて銅メダル獲得

橋本 聖子氏、アトランタオリンピックに
自転車競技で出場

長野オリンピック・パラリンピック開催（冬季）

シドニーオリンピック・パラリンピック開催（夏季）
高橋尚子氏、女子マラソンにて金メダル獲得

ソルトレークシティオリンピック・パラリンピック開催
（冬季）

アテネオリンピック・パラリンピック開催（夏季）
野口みずき氏、女子マラソンにて金メダル獲得

メルボルンオリンピック開催（夏季）
コルチナ・ダンペッツォオリンピック開催（冬季）
猪谷千春氏、スキー回転で銀メダル獲得
（冬季大会で日本人初のメダリストとなる）

1964年東京オリンピック開催決定

ローマオリンピック開催（夏季）
スコーバレーオリンピック開催（冬季）
ローマで第9回国際ストーク・マンデビル
競技大会が開催 
（のちに、第1回パラリンピックとして
位置づけられる） 

東京オリンピック・パラリンピック開催（夏季）
円谷幸吉氏、男子マラソンで銅メダル獲得
インスブルックオリンピック開催（冬季）

橋本 聖子氏、北海道に生まれる

メキシコシティーオリンピック開催（夏季）
テルアビブパラリンピック開催（夏季）
グルノーブルオリンピック開催（冬季）

日本陸上競技連盟の青木半治理事長が、
日本体育協会の専務理事、
日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）の委員長に就任

ミュンヘンオリンピック開催（夏季）
ハイデルベルクパラリンピック開催（夏季）
札幌オリンピック開催（冬季）

モントリオールオリンピック開催（夏季）
トロントパラリンピック開催（夏季）
インスブルックオリンピック開催（冬季）

８カ国陸上（アメリカ・ソ連・西ドイツ・イギリス・
フランス・イタリア・ポーランド・日本）開催 

モスクワオリンピック開催（夏季）、
日本はボイコット
アーネムパラリンピック開催（夏季）
レークプラシッドオリンピック開催（冬季）
ヤイロパラリンピック開催（冬季）　
冬季大会への日本人初参加

橋本 聖子氏、高校1年生で世界選手権
大会日本代表に選出される（史上最年少）

トリノオリンピック・パラリンピック開催（冬季）
橋本 聖子氏、日本スケート連盟会長に就任

第１回東京マラソン開催

北京オリンピック・パラリンピック開催（夏季）
男子４×１００ｍリレーで日本（塚原直貴氏、末續
慎吾氏、髙平慎士氏、朝原宣治氏）が３位となり、
男子トラック種目初のオリンピック銅メダル獲得※
※後に銀メダルに繰り上げ

橋本 聖子氏、日本オリンピック委員会
理事に就任

バンクーバーオリンピック・パラリンピック開催
（冬季）

ロンドンオリンピック・パラリンピック開催（夏季）
橋本 聖子氏、自民党政調会長代理兼
参院政策審議会長に就任
橋本 聖子氏、日本自転車競技連盟会長に
就任

2020年に東京オリンピック・パラリンピック
開催決定

橋本 聖子氏、日本オリンピック委員会
常務理事に就任

ソチオリンピック・パラリンピック開催（冬季）
橋本 聖子氏、自民党2020年オリンピック・
パラリンピック東京大会実行本部長に就任

リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック開催
（夏季）

橋本 聖子氏、日本オリンピック委員会
副会長に就任

平昌オリンピック・パラリンピック開催（冬季）

橋本 聖子氏、東京オリンピック・
パラリンピック担当大臣に就任

新型コロナウイルス感染症の世界的流行により、
東京オリンピック・パラリンピックの開催が
2021年に延期

東京オリンピック・パラリンピック開催（夏季）
橋本 聖子氏、東京オリンピック・
パラリンピック組織委員会会長に就任

ストックホルムオリンピック開催（夏季）
日本から金栗四三氏が男子マラソン、
三島弥彦氏が男子100ｍ、200ｍに初参加

第一次世界大戦でオリンピック中止

アントワープオリンピック開催（夏季）
熊谷一弥氏、テニスのシングルスで銀メダル、
熊谷一弥氏、柏尾誠一郎氏、テニスのダブルスで
銀メダルを獲得

パリオリンピック開催（夏季）
内藤克俊氏、レスリングで銅メダル獲得

アムステルダムオリンピック開催（夏季）
日本女子初参加
織田幹雄氏、男子三段跳で全競技を通じて
日本人初の金メダルを獲得
人見絹枝氏、女子８００ｍで全競技を通じて
日本人女子初の銀メダルを獲得
サンモリッツオリンピック開催（冬季）

ロサンゼルスオリンピック開催（夏季）
南部忠平氏、男子三段跳で
世界新記録を樹立し、金メダル獲得
レークプラシッドオリンピック開催（冬季）

ベルリンオリンピック開催（夏季）
田島直人氏、男子三段跳で
世界新記録を樹立し、金メダル獲得
織田幹雄氏、南部忠平氏に続く
日本人選手の同種目3連覇となる
ガルミッシュ・パルテンキルヘンオリンピック開催
（冬季）

第二次世界大戦でオリンピック中止

第二次世界大戦でオリンピック中止

ロンドンオリンピック開催（夏季）※
※日本は敗戦により不参加

サンモリッツオリンピック開催（冬季）

ヘルシンキオリンピック開催（夏季）
オスロオリンピック開催（冬季）
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日中平和友好条約を調印1978

アポロ11号が人類初の月面有人着陸1969

ロッキード事件が表面化1976

東海道新幹線が開業1964

朝鮮戦争が勃発1950
日米安全保障条約を締結1951

日本の高度経済成長の開始1955

オイルショックが始まる1973

1947 日本国憲法が施行
1945 第二次世界大戦が終戦

リーマンショックが起こる2008

東日本大震災が発生2011

阪神・淡路大震災が発生1995

香港が中国に返還される1997

東北、上越新幹線が開業1982
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P H O T O G A L L E R Yフォトギャラリー

1972年札幌オリンピック開会式 

国会での演説  

レークプラシッドオリンピックで5つの
金メダル獲得したエリック・ハイデン（1980年） 

ローテンブルガー（1988年カルガリーオリンピック） 

ソウル大会では自転車競技に出場（1988年） 

オリンピック初出場を果たしたサラエボ大会（1984年）

幼少時 父と 

鈴木恵一選手（1972年札幌オリンピック） 

橋本氏の後任のオリンピック・パラリンピック
担当大臣に就任した丸川珠代氏 

森喜朗前大会組織委員会会長

2016年リオデジャネイロオリンピックでは日本選手団団長を務めた（中央） 

東京大会の選手村村長を務めた川淵三郎氏（右）と

東京2020パラリンピック・
陸上ユニバーサルリレー

イベントでの挨拶（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣当時）

橋本聖子氏

東京2020パラリンピック閉会式での挨拶




